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開館時間＝10:00–18:00　 金曜日は20:00まで

＊入場は閉館の30分前まで

主催＝国立新美術館
＊開催情報は変更となる場合があります。最新の情報は当館ホームページ、ハローダイヤルでご確認ください。

〒106-8558 東京都港区六本木7-22-2　03-5777-8600（ハローダイヤル）　URL: http://www.nact.jp/

休館＝毎週火曜日



企画概要

「アーティスト・ファイル」は、国立新美術館が開館以来取り組んできた、現代美術の展覧

会プロジェクトです。特定のテーマを設けず、国内外で注目すべき活動を展開する作家を

個展形式で紹介する「アーティスト・ファイル」展。5回目となる今回は、海外作家3名を

含む8名の作家が参加します。30代から60代まで幅広い世代から選ばれた出品作家は、

絵画や写真、映像、インスタレーションなど、その表現メディアも多岐にわたります。し

かし、いずれも芸術表現の無限の可能性に挑みつつ、今日の社会を真摯に見つめ、自己と

向き合いながら、ひたむきに制作に取り組んでいます。彼らの作品をとおして最新のアー

トに触れていただくとともに、本展が、我々が生きる複雑ながらも豊かな世界を見つめる

きっかけとなれば幸いです。

観覧料（税込）

当日券

前売券

団体券

一般

1,000円

800円

800円

大学生

500円

300円

300円

＊高校生、18歳未満の方および障害者手帳をご持参の方（付
添の方1名を含む）は無料

＊団体券は国立新美術館でのみ販売（20名以上に適用）
＊前売券および当日券はチケットぴあ（Pコード：765-342）、
ローソンチケット（Lコード：37648）で取り扱っております。
（手数料がかかる場合がございます）
＊前売券は2012年10月3日（水）から2013年1月22日（火）ま
で販売。（国立新美術館では2012年11月7日〈水〉から2013
年1月21日〈月〉まで）

＊会期中に当館で開催中の他の企画展および公募展のチケッ
ト、またはサントリー美術館、森美術館（六本木アート・ト
ライアングル）で開催中の展覧会チケット（半券可）を提示
された方は、団体料金が適用されます。

志賀理江子  《螺旋海岸》  2010年



展覧会のみどころ

「アーティスト・ファイル」展とは

2008年に第1回展が開催され、今回が5回目となる「アーティスト・ファイル」展。新しい

美術の動向を紹介する、という国立新美術館の重要な使命の一つを果たすため、継続的に

開催する展覧会として企画されました。現代の美術状況を俯瞰すべく、毎回、当館の学芸

スタッフが推薦する作家の中から数名を選び、個展形式で紹介します。

多様な表現とダイナミックな展示

「アーティスト・ファイル」展は、特定のテーマを設けていません。それにより、様々な領

域から注目すべき作家が集まり、今を生きる彼らの多彩な表現をご覧いただくことが可

能になりました。天井高8メートル、2,000平米の広大な展示スペースを独立した空間に

分け、各作家が独自の世界を展開します。本展でも絵画から写真、映像、大規模なインス

タレーションまで、8名の作家を一人一人丁寧に、かつダイナミックに紹介します。

海外作家と幅広い世代の作家たち

「アーティスト・ファイル」展の出品作家には、年齢や国籍の制限はありません。今回は5

名の日本人作家のほか、イギリス、インド、韓国から3名の作家が参加します。30代から

60代まで幅広い世代から選ばれた作家たち。今後の活躍が期待される若手作家の作品だ

けでなく、既に長いキャリアを持ちながら、これまで日本の美術館での大規模な展示の機

会が少なかった作家の新たな展開も紹介します。

多数の新作を発表

出品作家8名のうち6名が、本展にて新作を発表します。東亭順と利部志穂、國安孝昌は、

広い展示スペースを生かした大規模なインスタレーションを発表します。中澤英明は本

展のために、30点余りの新作の絵画を制作しました。志賀理江子は11月に仙台で初めて

発表する写真作品を、ナリニ・マラニは「ドクメンタ13」（2012）の出品作として話題に

なった映像作品を展示します。

丁寧な図録編集と作家情報のアーカイブ化

「アーティスト・ファイル」展は作品展示だけでなく、文字どおり、出品作家に関する情

報をファイリングすることを重要な目的の一つとしています。展覧会カタログは作家ご

との8冊の図録で構成され、カラー図版とともに詳細な略歴と文献目録、および解説エッ

セイを収録します。また、展示の状況を掲載した記録集も会期半ばに出版します（別売）。

このほか、作家に関する情報を将来にわたって収集し、今回までに40名の作家の情報が

アーカイブ化されています。

関連イベント

会期中、出品作家によるイベントを開催します。アーティ
スト・トークでは、作家自らが出品作について語ります。

アーティスト・トーク

1月24日（木）　14:00-15:30　ダレン・アーモンド

1月25日（金）　17:30-19:00　ヂョン・ヨンドゥ

1月27日（日）　13:30-15:00　ナリニ・マラニ

　　〃　　　　15:30-17:00　東亭順

2月16日（土）　14:00-15:30　國安孝昌

3月  2日（土）　14:00-15:30　中澤英明

パフォーマンス

3月23日（土） 利部志穂

＊各イベントの日時や内容は変更される場合があります。
詳細、その他関連イベントについては当館ホームページ
をご覧ください。

アクセス
東京メトロ千代田線 乃木坂駅 青山霊園方面改札6出口
（美術館直結）
東京メトロ日比谷線 六本木駅 4a出口から徒歩5分
都営地下鉄大江戸線 六本木駅 7出口から徒歩4分

報道関係のお問い合わせ：国立新美術館 広報担当　石松、窪田、桐生　　Tel: 03-6812-9925　Fax: 03-3405-2532　E-mail: pr@nact.jp



出品作家

ダレン・アーモンド
Darren ALMOND (1971-)

今日のイギリスを代表する作家の一人であるダレン・アーモンドは、

1990年代に同国の現代美術界に旋風を巻き起こしたYBA＊の活動の
頂点とも言うべき「センセーション」展（1997）に最年少で参加し、注
目を集めました。その後、ヴェネツィア・ビエンナーレ（2003）やテー
ト・トリエンナーレ（2009）への参加をはじめ、国内外で精力的に活動
を続けています。時間や記憶、旅をテーマとした作品は、写真から立
体、映像まで多岐にわたり、いずれも抒情的で瞑想的な美しさを湛え
ています。本展では、2005年のターナー賞にノミネートされた映像作
品《あなたがいれば…》と、世界各地で撮影した幻想的な写真シリー
ズ《Fullmoons》を展示します。
＊1990年代にイギリスの美術界で頭角をあらわした一群の若手アーティストの総称「ヤン

グ・ブリティッシュ・アーティスト」の略

東亭順
AZUMATEI Jun (1973-)

東亭順は、「記録」と「記憶」が切り結ぶ関係の諸相を、造形表現に紡ぎ
だしてきました。写真の上にアクリル絵具とニスを塗り重ね、紙ヤス
リで磨いて仕上げた独自の絵画には、写真で鮮明に記録されていたは
ずの空や雲が、美しくも、とらえどころない像として浮かび上がりま
す。また2009年に渡欧してからは、木枠に張った古いシーツにニスを
施す手法によって、新たな絵画表現を展開してきました。にじんだニ
スがおぼろげな模様をなすシーツを透かして、木枠から壁へと視線を
導く絵画は、平面でありながら重層的であり、誰とは知れぬ、かつての
シーツの持ち主の記憶をたぐりよせる時間性をも内包します。本展で
は、新作の絵画を組み合わせたインスタレーションを出品します。

ヂョン・ヨンドゥ
Yeondoo JUNG (1969-)

ヴェネツィア・ビエンナーレ（2005）や台北ビエンナーレ（2006）をはじ
め、国際的な舞台で活躍するヂョン・ヨンドゥは、韓国を代表する現代作
家の一人です。CGを使用しない実写による独自の手法によって制作さ
れた写真や映像は、現実と虚構が交錯する不思議な世界をとらえ、新た
なリアリティを生みだします。常に人々とのコミュニケーションをとお
して作品を制作し、ごく普通の人々が抱く夢や、彼らのささやかな人生
に温かな光を当てるヂョン・ヨンドゥ。本展では、子供が描いた絵をもと
に制作された写真シリーズ《ワンダーランド》と、韓国の老人が語るエピ
ソードを映像によって再解釈した《手作りの記憶》を出品します。

ダレン・アーモンド 《Fullmoon  アイフェルにて 2》 2010年

Courtesy of Galerie Max Hetzler, Berlin / Darren Almond

東亭順　右 《Sad but True》 2011年、左 《Sad but True》 2011年
Ⓒ Jun Azumatei / courtesy of AB Gallery

ヂョン・ヨンドゥ 
〈ワンダーランド〉より
《お昼寝》 2004年  
ⒸYeondoo Jung

ウィガン（英国）に生まれる。
現在、ロンドン在住。

東京に生まれる。
現在、バーゼル（スイス）在住。

晋
チン

州
ジュ

（韓国）に生まれる。
現在、ソウル在住。



利部志穂
KAGABU Shiho (1981-)

利部志穂は、拾得した廃材、購入した材料、現場で見いだされたもの、
ヴィデオ映像、ドローイング、ことばなど、使用可能で手に入る、ほと
んどあらゆる素材を用いて、インスタレーションを制作します。展示
される場もまた、美術館、画廊、家屋、空店舗、工場など、様々です。作
者は、これらの素材を相互に、そして場と、接合し関係づけることに
よって、緊張感に満ちた仮設的な空間を作り上げます。ときにはそこ
に作者自身の身体が挿入され、パフォーマンスが行なわれることもあ
ります。こうして、私たちが世界との間に取り結んでいると思われて
いた関係は、解体／再構築されるのですが、それはリアルな現在性を
獲得しようとする試みなのです。

國安孝昌 
KUNIYASU Takamasa (1957-)

規則的にユニットを組み合わせる仕事で制作を始めた國安孝昌は、80
年代半ばには、積み木のような形状の陶片と丸太を積み上げ、巨大な
構築物を制作するようになりました。それは、彫刻のように自律した
立体ではなく、また作品を組み合わせたインスタレーションでもあり
ません。室内空間や建築物、あるいは自然の形象に寄り添い、増殖する
ように展開する造形物は、作家独特の方法論や手法によるものです。
近年は屋外のサイト・スペシフィックな仕事を手がけることが多いだ
けに、久しぶりの屋内で、しかも国立新美術館の空間を使ってどのよ
うな可能性を追求するのか楽しみです。

ナリニ・マラニ
Nalini MALANI (1946-)

イメージの断片を幾層にも重ね、夢想的かつ寓意的な絵画や映像作品
を展開するナリニ・マラニは、インドを代表するアーティストの一人
です。ともすれば、エキゾティシズムにみちた幻想的な物語としてと
らえられうる彼女の作品には、暴力や抑圧など現代社会が抱える矛盾
に対する作家の批判が潜んでおり、その多義にわたる解釈は観る者に
委ねられています。画家として出発した後、1990年代以降には、映像
やインスタレーション、さらにはパフォーマンスへと表現の幅を広げ、
インド国内のみならず国際的な展覧会でも作品を精力的に発表してい
ます。本展では絵画作品のほか、「ドクメンタ13」（2012）に出品された
新作の映像インスタレーションを展示します。

利部志穂 《水位》 2011年  
撮影：若林勇人

國安孝昌　
《Spiral of MIDOU》　
1997年　
撮影：國安孝昌

ナリニ・マラニ　
《内在する他者との分裂》
（14枚のパネルのうちの1枚）
2007年　
Courtesy of the artist

神奈川県に生まれる。
現在、神奈川県在住。

北海道に生まれる。
現在、茨城県在住。

カラチ（インド、現パキスタン）に生まれる。
現在、ムンバイ（インド）在住。



中澤英明
NAKAZAWA Hideaki (1955-)

東京藝術大学で油画技法材料研究室に学んだ中澤英明は、手間のかか
るテンペラ技法を使って制作を続けています。近年は、規格サイズの
画面を使い、モノトーンの背景に、正面を向いた子供の胸像を繰り返
し描いています。写実的のようで、どこか現実離れした表情を帯びた
子供たちは、一見愛らしくありながら、どこか冷めた、作品によって
は、毒気さえも感じさせます。中澤のテンペラと油彩を併用した画面
は、独特の絵肌を持っていますが、それは、作家の造形感覚を定着させ
るために不可欠なものだと思われます。

志賀理江子
SHIGA Lieko (1980-)

写真集『CANARY』（2007）で注目を集めた志賀理江子の写真には、魂
の奥底まで響く圧倒的な力があります。死すべき運命の肉体と、生を
渇望する精神。志賀にとって撮影は、矛盾と葛藤に満ちた生の根源に
たどり着くための「儀式」そのものです。写真の舞台となる場所は徹底
的にリサーチされ、言わば志賀の血肉と化すことにより、イメージが
紡ぎだされます。志賀は、それを加工し、壊し、再びイメージへと蘇生
させることにより、生きる意味を問うてきたように思えます。ロンド
ンで学び、世界各地で制作した志賀は、2009年より宮城県名取市の北
釜に暮らしてきました。本展には、この地で制作された4年ぶりの新作
が出品されます。

中澤英明 《子供の顔―おっさま》 2006年　
写真：福岡栄

志賀理江子 《螺旋海岸》 2010年　
ⒸLieko Shiga

新潟県に生まれる。
現在、岐阜県在住。

愛知県に生まれる。
現在、宮城県在住。



「アーティスト・ファイル 2013―現代の作家たち」
広報用画像データ一覧

展覧会広報用として作品画像をご用意しております。

ご希望の場合は別紙の申込書に必要事項をご記入の上、ファックスにてお申し込みください。

（メールで直接お申し込みいただくことも可能です。）

番号 写真 和文記載及びクレジット 英文記載及びクレジット

1 ダレン・アーモンド  
《Fullmoon  アイフェルにて 2》  
2010年
Type-Cプリント
Courtesy of Galerie Max Hetzler, Berlin / Darren Almond

Darren ALMOND

Fullmoon@Eifel 2
2010 Type-C print
Courtesy of Galerie Max Hetzler, Berlin / Darren Almond

2 東亭順　
右 《Sad but True》  2011年
中古シーツ、水性ニス、ポピーオイル、アクリル絵具、木枠

左 《Sad but True》  2011年
壁に金色の画鋲
Ⓒ Jun Azumatei / courtesy of AB Gallery

AZUMATEI Jun

Right: Sad but True
2011 Used sheet, water varnish, poppy oil, acrylic, and wooden frame

Left: Sad but True 
2011 Gold thumbtacks on the wall
© Jun Azumatei / courtesy of AB Gallery

3 ヂョン・ヨンドゥ  
〈ワンダーランド〉より《白雪姫》  
2004年
Type-Cプリント
Ⓒ Yeondoo Jung

Yeondoo JUNG

Wonderland – ‘Snow White’ 
2004 Type-C print
© Yeondoo Jung

4 利部志穂  
《水位》  
2011年
不要になったもの（給食調理器具）、ステンレス、アルミ素材、ヘリウムガス、他
撮影：若林勇人

KAGABU Shiho

indicators
2011 Redundant objects (originally cookware for school lunch), 
stainless steel, aluminum ware, helium gas, etc.
Photo by Hayato Wakabayashi

5 國安孝昌  
《Spiral of MIDOU》  
1997年
海岸松、陶ブロック
モン＝ド＝マルサン市（フランス）
撮影：國安孝昌

KUNIYASU Takamasa

Spiral of MIDOU 
1997 Maritime pine and ceramic blocks
Mont-de-Marsan, France
Photo by Takamasa Kuniyasu

6 ナリニ・マラニ  
《内在する他者との分裂》（14枚のパネルのうちの1枚）  
2007年
アクリル、インク、エナメル／アクリル・シートの裏側に彩色
Courtesy of the artist

Nalini MALANI

Splitting the Other (Panel no.14 of fourteen panel painting 

environment)
2007 Acrylic, ink, and enamel reverse painting on acrylic sheet
Courtesy of the artist

7 中澤英明  
《子供の顔―おっさま》  
2006年　
テンペラ、油彩、白亜地、綿布、板
写真：福岡栄

NAKAZAWA Hideaki

Face of a Child – ‘Ossama’ (Buddhist Monk)
2006 Tempera, oil, chalk ground, cotton, and wood panel
Photo: Sakae Fukuoka

8 志賀理江子  
《螺旋海岸》  
2010年
Type-Cプリント
Ⓒ Lieko Shiga

SHIGA Lieko

RASENKAIGAN
2010 Type-C print
© Lieko Shiga



「アーティスト・ファイル 2013―現代の作家たち」
広報用画像データ・プレゼント用招待券申込書

国立新美術館　広報担当 行
FAX：03-3405-2532　E-mail：pr@nact.jp

画像データ申込み（ご希望のデータの番号にチェックをつけてください）

□ １　□ ２　□ ３　□ ４　□ ５　□ ６　□ 7　□ 8

プレゼント用招待券申込み（ご希望の場合はチェックをつけてください）

□ 10組20枚を希望します。
＊発送は11月中旬を予定しております。
＊チケット発送先となるご住所をご記入ください。

写真ご使用に際してのお願い
＊作品写真の使用目的は、本展のご紹介のみとさせていただきます。なお、本展覧会終了後の使用はできませんのでご了承ください。
＊写真掲載にあたっては、［記載クレジット］全文を表記してください。
＊トリミングおよび文字のせはできませんのでご了承ください。
＊基本情報確認のためゲラ刷・原稿の段階で下記の広報担当までファックスまたは E-mailにてお送りください。
＊掲載紙・誌等を必ず広報担当までご送付いただきますようお願い致します。
＊招待券プレゼントの受付・発送などは貴編集部にてお願い致します。

報道関係のお問い合わせ：国立新美術館 広報担当　石松、窪田、桐生　Tel: 03-6812-9925　Fax: 03-3405-2532　E-mail: pr@nact.jp

〒

貴社名：

媒体名：

ご担当者名：

TEL：  　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：

E-mail：

画像到着希望日： 　　　　　　　月　　　　日　　　　時ごろまでに送付　

掲載／放送予定日（コーナー名）：


